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重点的に取り組んだ活動・内容 

 

   項      目 

 

                 実         践         状          況 

 
１ 実践１ 
【ICTを活用した  
人権教育推進】 

 

昨年度よりGIGAスクール構想の進展に伴い,本校では生徒1人1台にタブレットPCとM
icrosoftアカウントが整備された。そこでMicrosoft teamsというアプリの機能を活
用し,人権教育チャネルを作成して,参考リーフレットや参考になる動画のリンクを紹
介する等の啓発活動に努めた。 
成果 

限られた授業時間等の中で,啓発活動を行うのは難しい側面があったが,ICT機器を
活用することで時間や場所の制約を超えて,生徒の人権意識を高めることができた。
特に近年重要な人権課題となっている,ジェンダーや性的マイノリティーに関する人
権問題について,ニュース動画を活用して啓発することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題 

より生徒の目に留まるよう,引き続き啓発活動を工夫して実施していきたい。 

２ 実践２ 
【職員研修】 
 

本校では５月と10月にQUアンケートを実施しており,その結果を分析して，各
学級集団の共通理解を全教員で図るとともに，各学級や一人一人の生徒に対する
適切な支援方法のあり方について,検討している。また,人権映画「ホーム」の視
聴・性的マイノリティーへの理解を深める動画を活用した職員研修を実施した。 
成果 

QUアンケートの活用方法に関する研修の実施により,QUアンケートの分析結果と生
活アンケートの結果などを比較・検討し,多面的な視点で生徒理解を図ることができ
た。また,近年増加傾向にあり社会的な認知も高まっている, 性同一性障害を抱える
生徒への対応策・配慮のあり方について,茨城県作成の研修動画やYouTubeにアップロ
ードされているニュース番組の視聴を行うことで,より理解を深めることができた。
また,Microsoft formsを活用して事後研修も併せて実施した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
課題 

職員研修の機会が限られており,人権教育に関する研修が依然として不足している
ことが最大の課題であると考える。特に,性的マイノリティーの生徒に対する理解・
配慮は急務であることから,生徒指導部とも連携し,校則の改正やジェンダーレス制服
の採用等について検討し,多様性を尊重できる学校づくりをしていきたい。 

 


